
「残胃癌に対する低侵襲手術の有用性・妥当性の検討  

多施設共同後ろ向き観察研究」のお知らせ 
 

残胃癌は非常に稀な疾患で、本邦における胃癌外科手術例のうち残胃癌はわずか

2.4％と報告されています。そのため残胃癌を対象とした大規模な先行研究は数件のみ

で、臨床病理学的特徴や手術治療に関しては不明瞭であり、治療方針についてもガイド

ラインに記載がありません。近年初発胃癌に対して腹腔鏡手術やロボット手術といった

低侵襲手術の有用性が証明され、既に全国の施設で普及していますが、残胃癌について

は低侵襲手術の有用性の検証は先行研究がありません。そこで、腹腔鏡手術やロボット

手術といった低侵襲手術の周術期成績や長期予後を開腹手術と比較することで、残胃癌

に対する低侵襲手術の有用性と妥当性を検証する研究が計画され当院も参加していま

す。 

 

＜研究対象＞ 

当院で 2005 年 1 月 1 日から 2020 年 12 月 31 日の期間に、残胃癌に対して外科切除

された全患者さん 

 

＜研究期間＞2023 年 1 月 31 日までを予定しています。 

 

＜研究内容＞ 

年齢、性別、併存疾患、腫瘍存在部位、組織型、進行度、手術内容、周術期管理、術前術

後化学療法、術後経過：病理結果、術後合併症や長期予後などを診療録より調べます。 

 

＜研究代表者＞ 

京都大学医学部附属病院 消化管外科 准教授 小濱 和貴 

 

研究で集めるデータには患者さんのお名前や住所など個人を特定する情報は含まれませ

ん。研究結果は，研究代表者に情報を提供します。また、学会や出版物として公表すること

がありますが、いかなる場合でも個人情報が漏れることはありません。プライバシーは守ら

れます。研究は京都大学消化管外科研究助成金を用いて実施します。本研究は当院の倫理・

臨床研究審査委員会で承認されています。 

本研究の趣旨をご理解いただき本研究に参加をお願いします。もし参加を望まれない場

合は研究から除外しますので担当医師にお申し出ください。研究が始まった後でも自由に

参加を取りやめることができますのでその際も担当医師にお伝えください。ご協力いただ

けない場合でも、今後の診療に不利益はきたしません。また、ご質問がある場合も担当医師

にお伝えください。ご理解とご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

2021 年 1 月 12 日 

京都桂病院 副院長・消化器センター外科 統括部長 間中 大 


